Ｑ２８について、明石市の取扱いは下記のとおりとなります。
＜夏季休業期間の考え方＞
他市の児童やいなみ野特別支援学校の児童など夏季休業期間が違う児童が混在している事業所については、夏季休業期間の開始日は一番早く夏季休業が始まる学校に合わせ、夏季休業期間の終了日は一番遅く夏季休業が終了する学校に合わせて設定してください。設定した夏季休業期間は、市からの問い合わせ等に対応できるよう記録を残しておいてください。
＜報酬単価について＞
報酬単価の設定については、下記①を基本としますが、②でも可とします。

①夏季休業期間は、学校の授業がある児童についても学校休業日単価を設定することとします。
②平成24年3月30日付け事務連絡「平成24年度障害福祉サービス等報酬改定に関するＱ＆Ａ」問88のとおり、個々の児童の利用実態に応じて、授業終了後または休業日単価を算定することも可とします。（※問88は、事業所ハンドブック報酬編（2019年度版）P.1171にも掲載されています。）
＜保護者の利用料について＞
夏季休業期間については、学校休業日単価を設定しても保護者の利用料が増えることに対する公的支援はありませんので、事前に保護者に対して説明をお願いします。
明石市障害福祉課　自立支援係
